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所
狭
し
と
舞
い
踊
る
獅
子
舞
や
、勇
壮
な
は
し
ご
乗
り
、細

や
か
な
し
ぐ
さ
で
感
情
を
表
現
す
る
人
形
浄
瑠
璃
、ど
こ
か
懐

か
し
い「
さ
さ
ら
」の
音
と
息
の
合
っ
た
踊
り
…
。子
ど
も
た
ち

を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
る
の
は
、郷
土
芸
能
団
体
の
皆
さ

ん
。市
内
で
実
施
し
て
い
る
普
及
公
演
※
の
一
こ
ま
で
す
。

　
公
演
で
は
、芸
や
技
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。踊
り
や
太
鼓
を
体
験
し
た
り
、芸
能
の
成

り
立
ち
を
学
ん
だ
り
、衣
装
や
人
形
の
仕
組
み
を
教

わ
っ
た
り
と
、内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。気
が
付
け

ば
、郷
土
芸
能
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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未
来
へ
つ
な
ぐ

　

ふ
る
さ
と
の
芸
能

※郷土芸能普及公演
郷土芸能を広く知ってもらうために2005年度にス
タート。年間38 回の公演を小学校や保育園、公民
館などで実施しています。毎年10～11月には、全団
体が出演する「郷土芸能まつり」を開催しています。
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郷
土
芸
能
は
、祭
り
や
季
節
の
行

事
の
中
で
古
く
か
ら
地
域
に
根
付

き
、伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。し
か

し
、時
代
は
移
り
変
り
、担
い
手
不
足

に
直
面
し
て
い
ま
す
。「
先
人
か
ら
託

さ
れ
た
郷
土
芸
能
を
未
来
へ
」。私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
に
は
、前
を
向
い
て
歩

み
続
け
る
継
承
者
た
ち
が
い
ま
す
。
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指
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指
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妻田小

睦合東中

小・中学校の連携を深
め、共通の理解の下で
ISS活動に取り組めるよ
う、年２回ミーティングを
実施しています。

３校合同ミーティング

ちなつたてだあ  こゆうら

みずはゆ  い

み  ゆゆうと

か
ん 

べ　

ゆ
う
せ
い

こ 

が
ね
ま
る  

た
つ
や

か
み
い
ち 

も 

か

こ
が 

ね  

い 

せ
い
な

　

自
分
た
ち
が
生
活
す
る
場
を
よ
り
安
全
な
と
こ
ろ
に
し
て
い
こ
う
と
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
何
が
課
題
な
の
か
、
改
善
に
は
何
が
必
要
か
、
み
ん
な
に
伝
え
る
工
夫
は
―
。
今
回
は
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
や
り
遂
げ
た
二
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　2016年に活動を開始。児童による雨の日の
校内パトロールやオリジナルソング・川柳作り
のほか、けがや不審者などに対する教職員向
けの研修、保護者・地域住民による登下校や
水泳の授業の見守り、児童へのいじめアン
ケート、交通安全教室、起震車・煙体験などを
実施しました。自転車ヘルメットの着用率が
90㌫を超え、防犯ブザーの携帯率が大幅に上
昇するなど、大きな成果を上げています。

　2015年に国内9番目の認証を取得。部活動
で使う道具・設備の点検、思いやりのある行動
などを紙に書いて貼り付ける「いじめゼロの
木」、いじめをなくすためのクラスの約束、PTA
による防犯ブザー配布と通学路安全点検マッ
プ作成、生徒による地域活動への参加などに取
り組みました。その結果、いじめ・暴力行為やけ
が、不登校生徒が減少するなど、学校生活に落
ち着きと活気を与えています。

　６月に市内の大学生
、高校生、

ジュニアリーダーによる
実行委員

会を組織。四つの部会
に分かれ、

９月の本番に向け、活動
内容の検

討を重ねます。

【美化部会】市街地の
道路や公

園、河川敷でごみを拾う
清掃活動

【啓発部会】ポスターや
チラシ、啓

発メッセージの作成

【展示・募金部会】展示
物の検討や

ブース運営、募金活動

【セレモニー部会】開
会セレモ

ニーなどの司会・運営

　　校の先輩たちの活動する姿を見て、１年生から参
　　加してきました。３年の今年、自分をもっと成長
させたいと思い、委員長に立候補しました。数多いメ
ンバーをまとめるのは大変でしたが、仲間のおかげで
やり遂げられました。当日は雨で縮小開催になってし
まいましたが、多くの方の笑顔から、活動への関心が
高まったことが分かり、とてもうれしかったです。

　　少年相談員は、啓発物品の袋
　　詰めや当日の募金・啓発活動
をサポートしました。青少年が飲
酒・喫煙・薬物乱用・非行の防止
に関心を持ち、率先して取り組ん
でいることは素晴らしいと思いま
す。街頭での活動では、最初こそ
戸惑う姿が見られましたが、次第
に道行く人に伝えたいという気持
ちがあふれてきて、とても頼もし
く感じました。

　　めて参加しましたが、何
　　度も話し合って綿密に計
画を立てていく活動内容の濃
さにとても驚きました。担当
させてもらったポスター制作
では、参加するさまざまな年
齢の人物を描き、水彩絵の具
と色鉛筆を使って優しい色使
いにすることを心掛けまし
た。自分の好きなことで活動
の役に立てたので、大きな充
実感が得られました。

　　童会を中心に全校のみんな
　　で取り組んだ結果、廊下を
走る人が減ったり、ヘルメット
着用率が上がったりして、だん
だんと活動の効果を感じまし
た。認証を受けたと聞いた時
は、飛び上がるほどうれしかっ
たです。この認証を新たなス
タートとし、みんながもっとＩ
ＳＳを理解して、さらに安全な
学校になってほしいと思います。

　　年前の認証取得後も取り組みを
　　続けていく中で、みんながＩＳ
Ｓ認証校としての自覚や前向きな姿
勢を見せてくれました。いじめゼロ
の木やオレンジリボン運動への参加
者、防犯ブザーの携帯率の増加な
ど、目に見える形で成果を出せたと
思います。生徒会長として臨んだ現
地審査の場でも、自信を持って発表
することができました。

よ
り
良
い
場
所
に

自ら考え、
行動する

心と街のクリーン作戦インターナショナルセーフスクール

コンクール
受賞者発表

●
作
文 

市
長
賞

「
家
族
の
人
権
と
認
知
症
」

黄
金
井
星
七（
東
名
中
３
年
）

髙林 瑞葉
（北小６年）

大森 優衣
（依知小1年）

泉 ひなた
（三田小１年）

夏休みに実施した
コンクールの

受賞作品を紹介します。

ご
み
収
集
車
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
絵
画 

市
長
賞

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
思
い
出
絵
画 

最
優
秀
賞

小林 千夏
（藤塚中３年）

人
権
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル 

市
長
賞

●
ポ
ス
タ
ー 

厚
木
市
人
権
擁
護
委
員
会
会
長
賞

●
ポ
ス
タ
ー

柏木 悠翔
（睦合中３年）

文
化
財
保
護
ポ
ス
タ
ー（
県
）

最
優
秀
賞

成田 琴葉
（厚木小３年）

井出 優来
（三田小５年）

動
物
愛
護
ポ
ス
タ
ー

市
長
賞

舘田 聖矢
（南毛利小５年）

長谷川 愛心
（森の里中３年）

髙村 こころ
（南毛利小４年）

堀越 珠由
（厚木中３年）

明
る
い
選
挙  

啓
発
ポ
ス
タ
ー
　

金
賞

●
標
語

4
面
に
続
く

（敬称略）

「
ぼ
く
も
ぶ
ん
べ
つ
や
っ
て
る
よ
　

ぷ
ら
ご
み
　
か
み
ご
み
　

も
え
る
ご
み
」

神
戸 

雄
生（
厚
木
第
二
小
１
年
）

「『
も
っ
た
い
な
い
』は

地
球
に
や
さ
し
い
合
言
葉
」

小
金
丸 

竜
矢（
緑
ケ
丘
小
５
年
）

「
分
別
で
　再
生
で
き
る　
資
源
あ
り
　

み
ん
な
で
　目
指
す　
豊
か
な
社
会
」

上
市 

萌
華（
玉
川
中
１
年
）

街
を

学
校
を

クリーン作戦

　

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
街
を
き
れ
い

に
し
、
喫
煙
や
飲
酒
、
薬
物
乱
用
、

非
行
の
防
止
を
若
者
に
訴
え
る
取
り

組
み
と
し
て
30
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
大
学
生
や
高
校
生
、
青
少
年
相

談
員
な
ど
１
４
０
人
が
一
丸
と
な

り
、
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

問
青
少
年
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
225-

2
5
2
0

　

昨
年
11
月
に
妻
田
小
学
校
が
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）の
認
証
を
取
得
、
睦
合
東

中
学
校
が
再
認
証
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
が
学
ぶ
学
校
を
よ
り
安
全

な
と
こ
ろ
に
」。
子
ど
も
、
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
の
思
い
と
取
り

組
み
は
今
、
地
域
全
体
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

問
教
育
指
導
課
☎
225-

2
6
6
0

　安心で安全な教
育環境づくりに

取り組む学校に与
えられる国際認

証です。市内で
は、2010年に

清水小が国内2番
目となる認証を

取得。その後、同
じ睦合南地区の

睦合東中と妻田
小に活動が広が

りました。いずれ
も、校内のデータ

やワークショップ
などの結果から

課題を分析し、❶
けがの予防・減

少❷いじめ・暴力
の防止・減少❸交

通安全への意識
向上❹防災・防犯

への意識向上－を
目指して取り組

んでいます。

ＩＳＳ

児

3

初

高

いじめをしないことなどを宣言する
オレンジリボン運動

部活動でのけがを減らす
ウォームアップ・クールダウン講習会

けがを減らすため児童が安全マップを作成

山田祐翔さん（18）

熊﨑昌司さん（50）
青少年相談員

井上颯斗さん（６年）

岩松カズミさん（3年）

地域の防災訓練に参加することで、防災意
識や地域の一員としての自覚を高める

地域の見守り隊が
児童の安全を確認

宇田川梨胡さん（18）
う　た  がわ  り   こ

はやと

くまざき  まさし

ゆうと

青

6月

7月

8月

9月

役員選出・部会メンバー決定

実行委員会結成

9月15日
本番当日

啓発ポスター決定・啓発物品袋詰め

NEW  CLEAN  ATS
UGI

～私たちで創ろう こ
の街の未来～

展示ブース準備

マスコットキャラ・標語決定

22019（平成31）年1月1日3 教育委員会だより



学校、家庭、子どもの発達・・・独りで悩まないで！
平日９時～17時（火曜は20時）。それ以外の時間と土・日曜、祝日は留守番電話をご利用ください。ネットいじめ・ヤングテレホン☎223-6693でも承ります。

子どもの相談は 221-8080☎ （青少年教育相談センター）

合同練習をする南毛利南チーム

　厚木の新年の風物詩
として、今年で65回目
を迎えます。前回大会で
は、3部門（地区対抗、高
校、一般）に43チームが
出場。地区対抗の部で
は、6人のランナーが襷
をつなぎます。

ど
も
の
頃
か
ら
運
動
が
好
き
で
、学

生
時
代
は
陸
上
の
長
距
離
走
、社

会
人
か
ら
は
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打

ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。体
が
な
ま
ら
な
い

よ
う
、日
頃
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た

た
め
、同
じ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
仲

間
か
ら
、あ
つ
ぎ
駅
伝
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
再
び
長
距
離
走
を
始

め
、以
来
17
年
間
、ず
っ
と
駅
伝
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が

年
上
で
、合
同
練
習
を
す
る
前
ま
で「
こ
の

中
で
は
速
く
走
れ
る
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、い
ざ
走
っ
て
み
る
と
全

く
追
い
付
け
ず
、初
め
て
の
駅
伝
大
会
は

補
欠
に
終
わ
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は

や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
、一

か
ら
鍛
え
直
す
と
、翌
年
か
ら
は
走
者
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ア

ン
カ
ー
を
務
め
た
大
会
で
の
優
勝
や
、当

時
高
校
生
と
中
学
生
だ
っ
た
娘
２
人
と
一

緒
に
出
場
し
て
優
勝
の
喜
び
を
分
か
ち
合

え
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　

年
齢
を
重
ね
た
近
年
、体
力
の
低
下
は

否
め
ま
せ
ん
。け
が
を
し
な
い
よ
う
無
理
せ

ず
に
練
習
し
て
い
ま
す
が
、走
り
出
す
と
若

い
子
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

込
み
上
げ
ま
す
し
、前
回
大
会
の
自
己
記

録
に
も
負
け
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ

そ
、あ
つ
ぎ
駅
伝
の
時
に
一
年
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
よ
う
に
走
り
込
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

走
る
楽
し
さ
は
、何
と
言
っ
て
も
苦
し
さ

を
乗
り
越
え
て
ゴ
ー
ル
し
た
時
の
達
成
感

で
す
。そ
し
て
、味
わ
え
る
達
成
感
は
、個

人
で
出
場
す
る
大
会
よ
り
、駅
伝
の
方
が

よ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。駅
伝
は
、チ
ー
ム

に
速
い
人
が
１
人
い
る
だ
け
で
は
勝
て
ま

せ
ん
。野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
と
は
違
い
、

途
中
で
選
手
交
代
が
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
が
駅
伝
の
難
し
さ
で

あ
り
面
白
さ
。独
特
の
緊
張
感
と
１
人
で

は
得
ら
れ
な
い
充
実
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

特
に
、あ
つ
ぎ
駅
伝
の
地
区
対
抗
は
、高

校
駅
伝
や
箱
根
駅
伝
な
ど
と
違
い
、中
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
多
様
な
年
齢
の
選
手

が
集
ま
り
ま
す
。12
月
か
ら
は
毎
週
顔
を

合
わ
せ
て
一
緒
に
練
習
し
ま
す
。地
区
を
代

表
し
て
襷
を
つ
な
ぐ
仲
間
と
の
つ
な
が
り

は
、私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。南
毛

利
南
チ
ー
ム
は
、現
在
４
連
覇
中
。仲
間
と

最
高
の
達
成
感
を
味
わ
い
、地
域
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
練

習
に
励
み
た
い
と
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監督と共にメンバーを選考するなど、チーム編成も担当

石井さんから長女の美穂さんに襷リレー
（第61回大会）

あつぎ駅伝競走大会

仲間とつなぐ地域の襷
たすき

あつぎ駅伝 南毛利南チーム　石井勝人さん（48・愛甲）
い し い か つ ひ と

問スポーツ推進課☎225-2531
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　元気アップスクールは、各小・中学校
が地域との絆を大切にして独自に取り組
んでいる教育活動です。狙いは、子ども
たちの確かな学力、豊かな心、健やかな
体を育むこと。地域の方を米作りや自然
観察、職業講話、車椅子体験などの講
師として招いたり、本の読み聞かせや書
道・ミシンなどの学習を支援してもらったり
と、活動内容はさまざまです。音楽・演劇
などの鑑賞会や、子どもたちとＰＴＡ、地域
住民が交流できるイベントなども開催して
います。地域の皆さんのサポートを得た
普段できない体験に、子どもたちは目をキ
ラキラと輝かせます。

　昨年度のボランティアの総数は、小・
中学校合わせて46,076人。学校に関
わってくださるたくさんの地域の方々は、
未来を担う子どもたちの成長に欠かせな
い存在です。

A

2.6人
Q
数字で見るあつぎの教育

これって何の数字

元気の源「朝ごはん」 児童・生徒1人に対する
ボランティアの人数です。
（2017年度元気アップスクール推進事業における）

耳より！

　朝ごはんは、脳や体を活発に動か
すエネルギー源。朝食をしっかり取れ
ば、集中力や記憶力が高まります。特
に、ご飯やパンなどの主食には、脳の
エネルギー源になるブドウ糖が多く含
まれています。主食と簡単に用意で
きるおかずを加えることで、学校生活
をアクティブに送る子どもたちの元気
をしっかりとサポートできますよ。

★朝食準備三つのポイント★
１　夕食の支度をする時に、翌朝の
　　材料を準備。夕食の残りでもＯＫ。
２　そのままでも食べられるチーズや
　　果物などを用意。
３　献立に悩まないよう、決まったパ
　　ターンを決める。　　

・ご飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
・納豆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１パック
・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個
・ミニトマト（半分に切る）・・・・・・・・・・・・・３個
・長ネギ（斜め薄切り）・・・・・・・・・・・・・1/3本
・めんつゆ（３倍濃縮）・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
・水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２

材料（１人分）

作り方

小鍋に長ネギとめんつゆ、水、ミニトマ
トを加え、ふたをして中火で１分煮る。
納豆と溶き卵を加え、ふたをしてひと煮
立ちさせたら、火を消し、卵を半熟状に
蒸らす。
ご飯に乗せて、出来上がり ！

①

②

③

厚木市　給食レシピ 検  索給食人気レシピは

納卵丼
なったまどん

コンクール受賞者発表

厚木こども科学賞 大賞

防火ポスター 特選

和田傳文学賞  大賞「蒸発の研究」中嶋 繭（玉川小６年）
「カビNo.2～食べ物はそのままにしておくな！～」長谷 深桜（森の里中３年）

「目ひょうをもつたいせつさ」北村 祐成（相川小２年）
「祖父の望み」金谷  怜実（依知南小５年）
「隣の浜さん」岩本 梨音（睦合東中１年）青少年発明コンクール 特賞「誰でも簡単！コンパスマーカー」勝又 耕平（森の里小６年）

渡邉 春毅
（戸室小５年）

笠 瑠騎矢
（毛利台小６年）

安西 愛
（玉川中１年）

佐々木 芽生
（睦合中２年）

清水 彩花
（藤塚中３年）大谷蓮将（緑ケ丘小１年）

れんすけ み　ゆ

まゆ

み　お

ゆうせい

かなや       れ   み

りおん

かなと はるき さやかる　き　や まな め　いさ　や

太田 心結（南毛利小４年）
細谷 奏斗

（鳶尾小２年）
大村 桜彩

（戸田小３年）

元気アップスクール展

各校の魅力ある取り組みを文化会館地
下展示室でパネル展示します。

１月31日～２月８日（2月4・5日除く）

農林水産省ホームページより

こどもアート展と同時開催

1月27日 10時
荻野運動公園スタート

2019（平成31）年1月1日 4教育委員会だより


